
畜産  

実 況  

 

１ 平成 27 年度第 18 回石川・福井合同肉牛枝肉販売会（平成 27 年 12 月 7 日）  

  頭数  
単価  

(円）  

販売価格  

(円）  

BMS 

（No.) 

枝肉重量  

(kg) 

ロース芯  

面積（cm2） 

上物率  

（％）  

去勢  
福井  24 2.761 1,434,196 8.3 518.8 63.8 92 

全体  50 2,978 1,500,635 7.9 504.4 60.9 90 

雌  
福井  14 2,684 1,238,322 7.2 462.2 59.9 79 

全体  24 2,855 1,250,305 6.8 440.0 55.8 83 

最高価格は、2,271,051 円、去勢牛(芳之国×平茂勝×安福 165 の 9)、27.1 カ月齢、A-5(BMSNo.12)、枝

肉重量 550.4 ㎏、ロース芯面積 68㎠であり、石川県産であった。枝肉単価は、前回より、去勢で 67円

高く、雌で 136 円高かった。 

 

２ 平成 27 年度第 19 回石川・福井合同肉牛枝肉販売会（平成 27 年 12 月 14 日）  

  頭数  
単価  

(円）  

販売価格  

(円）  

BMS 

（No.) 

枝肉重量  

(kg) 

ロース芯  

面積（cm2） 

上物率  

（％）  

去勢  
福井  15 2,668 1,277,049 7.2 479.1 59.5 80 

全体  27 2,807 1,310,959 7.6 467.9 58.1 85 

雌  
福井  5 2,691 1,225,057 5.6 455.8 59.0 80 

全体  16 2,802 1,163,692 6.1 414.9 53.8 88 

最高価格は、1,743,443 円、去勢牛(芳之国×平茂勝×金幸)、29.8 カ月齢、A-5(BMSNo.11)、枝肉重量

654.2 ㎏、ロース芯面積 74 ㎠であり、福井県産であった。枝肉単価は前回より、去勢で 93 円安く、雌

で 7円高かった。 

 

３ 平成 27 年度第 20 回石川・福井合同肉牛枝肉販売会（平成 28 年 1 月 11 日）  

  頭数  
単価  

(円）  

販売価格  

(円）  

BMS 

（No.) 

枝肉重量  

(kg) 

ロース芯  

面積（cm2） 

上物率  

（％）  

去勢  
福井  16 2,251 1,053,158 6.8 464.9 58.5 88 

全体  34 2,287 1,065,001 6.9 462.5 58.3 85 

雌  
福井  6 2,358 1,078,213 7.0 457.8 61.3 100 

全体  11 2,302 1,012,086 6.8 441.5 59.2 73 

最高価格は、1,449,930 円、去勢牛(徳悠翔×勝忠平×平茂勝)、24.8 カ月齢、A-5(BMSNo.11)、枝肉重

量 568.6 ㎏、ロース芯面積 59㎠であり、福井県産であった。枝肉単価は前回より、去勢で 417 円安く、

雌で 333 円安かった。 

 

４ 平成 27 年度第 21 回石川・福井合同肉牛枝肉販売会（平成 28 年 1 月 25 日）  

  頭数  
単価  

(円）  

販売価格  

(円）  

BMS 

（No.) 

枝肉重量  

(kg) 

ロース芯  

面積（cm2） 

上物率  

（％）  

去勢  
福井  9 2,480 1,224,582 7.6 494.1 66.6 100 

全体  25 2,343 1,112,618 7.0 474.4 60.9 80 

雌  
福井  4 2,390 1,069,283 6.3 448.2 59.5 100 

全体  8 2,309 1,003,891 6.3 434.7 59.6 75 

最高価格は、1,323,504 円、去勢牛(勝平正×忠富士×福桜（宮崎）)、28.5 カ月齢、A-5(BMSNo.10)、

枝肉重量 504.0 ㎏、ロース芯面積 67 ㎠であり、宮崎県産であった。枝肉単価は前回より、去勢で 229

円高く、雌で 32 円高かった。 



対 策 

 

１ 肉用牛  

皮膚病対策について 

冬季から春先にかけては皮膚病の牛を多く見かけられる。牛舎中に広がり、牛に多大

なストレスがかかる前に治療を行う。真菌によって眼の回りなどが禿げている場合はナ

ナオマイシンなどの抗真菌剤を塗布するか、アストップなどの消毒薬を 100 倍希釈して

塗ると効果的である。体毛の脱落があったり、フケが多く痒みがあったりする場合、そ

の部分の体毛を引き抜いて眼を凝らすと、シラミなどの外部寄生虫が見えることがある。

その場合は、バイチコールなどの薬剤で駆虫すると改善される。ただし、いずれの場合

も出荷制限によく注意し、肥育後期の牛には計画的に薬剤を用いるようにする。   

また、皮膚炎などがあると、牛は痒みから畜舎の様々な場所に体を擦りつける。ボル

トやカンヌキなどの突出部を放置していると、鼻環や耳標を引っ掛けたり、脚や首を突

っ込んだりして思わぬ事故に発展するので、気になる箇所は補修を行う。  

 

２ 繁殖母豚の肥満度把握（ボディ コンディション スコア）  

養豚経営における繁殖成績の良し悪しは非常に重要な意味がある。すなわち繁殖成績

が良好であれば結果として収益の増加が見込める。この繁殖成績を左右する大きな要素

が母豚の栄養状態であり、その目安として有効なのが母豚の肥満度を示すボディコンデ

ィションスコア（ＢＣＳ）と呼ばれるものである。主に背と尻の脂肪や肉付きを触診と

目視によって判定する。  

判定手順は、まず対象とする母豚の後に立ち、腰骨突起部（後肢付け根の背側の側突

起。尾根部の突起は寛骨。）を指または手のひらで触診する。容易に探せる上に、背骨や

肋骨が殆ど見えなければ正常であると思われる。  

ＢＣＳは８段階に分けられているが、基本はこの正常状態を維持するよう飼養管理を

行う。また、あくまで目安なので各農場において最も状態が良い基準を持つことが重要

である。  

 


